



2018 年度に社会学部は創設 60 周年を迎えました。2018 年 3 月までに卒業生約 27000 名弱（26,945 名）
を送り出し、日本における社会学部の草分け的な存在として歴史と伝統を築いてきました。
1958 年 4 月、社会学科が文学部から独立する形で社会学部社会学科が創設されて以来、本学部は時代
の変化とともに改革・再編の歴史をたどってきました。簡単に振り返ってみますと、1964 年に産業関係
学科、1967 年に観光学科が設置され、その後約 30 年間、特色のある 3 学科がそれぞれ充実・発展し、
1998 年には観光学科が観光学部に、2006 年には産業関係学科が経済学部経営学科とともに経営学部に、
それぞれ改組・拡充され独自の歩みを始めました。一方、大学院社会学研究科は 1960 年に文学研究科か
ら応用社会学専攻が独立する形で設置され、2006 年に募集停止になりましたが、それに先立ち 1990 年に
社会学専攻が設置されました。その後、社会学部は 2002 年に現代文化学科、2006 年にはメディア社会学
科を設置して、現在の 3 学科体制に移行し、すでに 10 年以上が経過しています。
この間、2012 年には、社会学を基盤とする学部としての特色を明確にするために、学部共通科目の設
置を含むカリキュラム改革を実施しましたが、これは結果的に 2016 年の全学的なカリキュラム改革を先


























いました。とくにシカゴは、1840 年に人口 4000 人のミシガン湖畔の港町であったものが、1890 年には




























































2019 年 3 月
立教大学社会学部教授　　　　　　　　
松　本　　　康
＊　本稿は 2019 年 3 月 30 日に立教学院諸聖徒礼拝堂にて執り行われた社会学部創設 60 周年記念礼拝における講話で
ある。
